
ック社のVisiBrokerをOEMとしてバンド

ル）が標準で付属し､そのORBがIIOPをサ

ポートしている。

ORBは、オブジェクト・リクエスト・プ

ローカー（オブジェクトとリクエストの仲介

者）の略で、その名のとおり、クライアン

トからのリクエストをオブジェクトに仲介す

る役割を果たす（図 ）。ORBにおけるオ

ブジェクトとは、何らかのリクエストに応

えて特定の働きをするソフトウェアの単位

のことである。

ORBに相当するソフトウェアバスは、各

種のプラットフォーム上にそれぞれ存在す

る。たとえば、マイクロソフトのActiveX/

OLEは、オブジェクトをコンポーネント

（構成部品）と呼んでいるが、OLEマネー

ジャーの役割はまさしくORBである。

CORBAは、コモンORBアーキテクチャー

の略であり、OMGは、あらゆるプラットフ

ォームに共通なORBの仕様としてCORBA

の普及を目指している。

ウェブを進化させるIIOP

CORBA/IIOPが大きな注目を浴びてい

るのは、インターネットやイントラネット上

で業務や商取引のアプリケーションを構築

しようとする動きが顕著になっているから

である。

当初は、HTTPプロトコルとサーバー上

のアプリケーションをCGI（コモン・ゲートウ

ェイ・インターフェイス、シージーアイ）で組み

合わせていたが、思ったほどの性能がでな

い。その後、各社はそれぞれにCGIを代替す

る仕組みを用意することで対応しようとし

たが、HTTPとCGIの組み合わせは以下の

ようにその限界が明らかになってきている。

（1）プロセス生成：CGIでは、クライアン

トからのリクエストごとにプロセスが起動さ

1

INTERNET
ウェブの進化とともに、CGIを使ったウェブアプリケーションの限界が問われ始めてきた。

単にアンケートの集計を取るというだけでなく、バーチャルモールなどのビジネスの場で、

膨大なトランザクションを処理する必要が出てきた。そこで登場したのが、「CORBA/IIOP」

である。IIOP（Internet Inter-ORB Protocol）は、先日発売されたネットスケープコ

ミュニケーター4.0ですでに対応済みのプロトコルである。IIOPの役割とは何か、これに

よってウェブアプリケーションはどう変わるのか、これらをまとめて検証した。

CGIの限界を超えウェブを進化させる

IIOP（Internet Inter-ORB Protocol）

インターネット最新テクノロジー：第9回

トップ・ペイン・ネットワークス

倉賀野 哲宏

IIOPは分散システムのプロトコル

IIOP（アイアイオーピー）は、OMG

（オブジェクト・マネージメント・グループ）

という業界団体が制定した、分散オブジェ

クトシステム用のプロトコルである。

IIOPは、OMGが1995年に発表した

CORBA（コルバまたはコーバ）バージョン

2仕様の一部として制定されたのだが、今

では C O R B A バージョン 2 よりも

CORBA/IIOPの呼び名のほうが通りがよい

ほど業界標準として重要視されている。

IIOPとソフトウェアバス

としてのORB

IIOPは、インターネット・インターORB

プロトコルの略である。この場合のインタ

ーネットは、TCP/IPによってネットワーク

間をつないだネットワークという意味であ

る。IIOPは、ORB（オーブ）と呼ばれる

ソフトウェアバス（母線）間のプロトコル

として利用され、詳細な処理はORB自身

が行う。ネットスケープコミュニケーター

はCORBA/IIOP準拠のORB（ビジジェニ
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れるが、CORBA/IIOPでは一つのプロセス

が複数のリクエストを処理できる。

（2）サーバー負荷：CGIではクライアント

からのすべてのリクエストをウェブサーバー

が扱うので、1サーバーが性能上の隘路

（ボトルネック）になる。CORBA/IIOPで

あれば複数のマシンにオブジェクトを配置し

負荷を分散できる。

（3）データ変換：HTTPではテキスト以外

のデータはプラットフォーム間で互換性が

なく、すべてのデータをHTML形式に変換

する必要がある。CORBA/IIOPは他のデー

タ型も自動的かつ効率的にマッピングする。

（4）トランザクション：HTTP（1.0）には

セッションの概念がなく、複数のリクエス

トにまたがるトランザクションの管理が自然

にできない。IIOPにはセッションがあり、ト

ランザクション管理が自然にできる。

（5）ネットワーク効率：HTTP（1.0）で

はリクエストごとにTCPコネクションが生

成、破棄される。IIOPではコネクションを

維持することができるため、ネットワークの

利用効率と応答速度の両面で有利である。

このような状況で、1996年中盤に、イ

ンターネットの雄ネットスケープ社とデー

タベースの雄オラクル社の両者が、HTTP

とともにCORBA/IIOPを核に据えた開発

アーキテクチャーを相次いで発表した。

製品への反映もすばやく、ネットスケー

プ社は今年出荷を開始したネットスケープ

コミュニケーター（WWWブラウザー部分）

に標準ですでにIIOPのサポートを組み込ん

でいる。OMGには米国を中心として、

IBM、サン、DEC、HP、アップルなどコ

ンピュータ関連企業700社以上が加盟して

いるが、これらの各社も相次いで

CORBA/IIOP準拠の製品群を発表してい

る。

CORBA/IIOPでの

プログラミング

CORBA/IIOPを利用すると、ネットワ

ーク上に分散しているオブジェクトが、あ

たかも自分のマシン上に存在しているかの

ように利用できる。ネットワークに関する

部分はCORBA/IIOP準拠のORBが面倒を

見ているので（正しくは、細部を隠蔽して

いるので）、一般のプログラマーからすれば、

ネットワークアプリケーションのプログラミ

ングにプロトコルの知識はまったく必要な

い。CORBA/IIOP準拠の分散オブジェク

ト環境では、プログラマーから見えるのは

各オブジェトがもつ抽象的なインターフェ

イスのみである。

このインターフェイスは、IDL（インタ

ーフェイス・デフィニション・ランゲージ、

アイディーエル）という記述言語で定義さ

れる。IDLで定義したインターフェイスは、

サーバー側のオブジェクトのプログラミング

言語やクライアント側のプログラミング言
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参考URL
http://www.omg.org/
OMGのホームページ。英文であるがCORBAについての情報、
ガイドが網羅的に入手できる。

http://home.netscape.com/
http://developer.netscape.com/
ネットスケープ社のホームページ。今現在、世界で一番多く配布
されているORBは、同社のWWWブラウザーに付属するORBで
ある。

http://www.visigenic.com/
Visigenic社のホームページ。同社のVisiBrokerは、ネットスケ
ープ、IBM、オラクルなどにバンドルされているORBである。フ
ルセットの60日間評価版が無償でダウンロードできる。

http://www.oracle.com/
オラクル社のNCAはネットスケープ社のONEとともに、
CORBA/IIOPの業界での評価を決定的なものにした。

http://www.sun.com/developers/
http://www.javasoft.com/
サン・マイクロシステムズ社のホームページ。サンのサイトでは
CORBA/IIOP、Javaソフト事業部のサイトではJavaの情報が
得られる。CORBA/IIOPとJavaの関係については、ここ数か月
で大きな動きが生じる可能性が高い。

GY
ORBとIIOP

CORBAではORB間の標準プロトコルとしてIIOPを定
義している。ORBとIIOPは一体となって、クライアン
トのリクエストをオブジェクトに仲介する。

1

ORB ORB

IIOP
=リクエスト 

ネットワーク 

クライアント オブジェクト 
オブジェクト 
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語にIDLコンパイラーと呼ばれるツールで

自動的に翻訳される。CORBA/IIOPでは、

C、C++、Java、COBOL、Ada、Smalltalk

をサポートしている。

IDLコンパイラーは、インターフェイス

の定義を特定のプログラミング言語に変換

するだけでなく、ORBとのやり取りに必要

なモジュールも自動的に生成する（図 ）。

慣例でクライアント側用のモジュール群を

「スタブ」、オブジェクトサーバー側のモジ

ュール群を「スケルトン」と呼ぶ。これら

に含まれる関数を呼び出すことで、クライ

アントやオブジェクトの開発を担当するプ

ログラマーは、自分のプログラムを

CORBA/IIOPに対応させることになる。

Javaの小規模なプログラムならば、通常、

クライアント側なら5行程度、オブジェク

ト側でも10行前後を修正、追加するだけ

でCORBA/IIOPに対応できる。これは、

CORBA/IIOPプラスJava以外の組み合わ

せで分散オブジェクトを作成するときの手

2

間と難しさを知っている人には驚異的な易

しさである。

IIOPの仕組み

クライアントは、オブジェクトのメソッ

ド（いわゆる関数）を呼び出すことで、そ

れぞれのオブジェクトを利用する。このと

き、関数には引数や戻り値が存在する。

IIOPはメソッドを呼び出すのに必要な「相

手オブジェクト名」、「引数」、「戻り値」を

メッセージとして相手に送る際に必要なア

プリケーション層のプロトコルである。

IIOPの下位層にはTCP/IPプロトコルが用

いられている。

CORBA/IIOPでは、この引数や戻り値

のデータ型を、クライアント側のプログラ

ミング言語／プラットフォーム固有のデー

タ型からオブジェクト側のプログラミング

言語／プラットフォーム固有のデータ型に

相互に自動変換する。たとえば、クライア

ント側がマッキントッシュでオブジェクトサ

ーバー側がウィンドウズNTであったとする

と、両者が同じC言語でプログラミングし

ていたとしても、整数のビットの並び順が

異なるが、これをCORBA/IIOPは自動的

に変換するのである。

IIOPと既存システムの統合

CORBA/IIOPの支持者は白紙からシス

テムを作成することは想定していない。む

しろ、既存の資源をさらに活用する手段し

てIIOPが期待されている。そのような資産

の中心は、メインフレーム上の業務システ

ムと、PC上のウィンドウズアプリケーショ

ン、そしてウェブである。

CORBA/IIOPの仕様としては各社の

ORB（さまざまな名前がつけられている）

内部のプロトコルは何でもよく、外部の

D

2 IDLとプログラミング

CORBA/IIOPでは、クライアントとオブジェクトが共通のIDLを用いていさえす
れば、両者のプログラミング言語、プラットフォームは異なっていてよい。

プログラマー 

アプリケーション 

利用 

インターフェイス定義 

IDL形式 

クライアント オブジェクト 
（サーバ） 

スタブ 

プログラマー 

利用 

スケルトン 

アプリケーション 

Java用IDLコンパイラー 
（他の言語用もある） 

Java言語コンパイラー 
（他の言語も同様） 

C言語用IDLコンパイラー 
（他の言語用もある） 

C言語コンパイラー 
（他の言語も同様） 

 

CORBA/IIOP

リクエスト 
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`

CORBA準拠のORBとやり取りする際にの

みIIOPが使用できればよい。この点が柔軟

性を保証しているのである。

既存のシステムにIIOPとのブリッジを用

意すれば、そのシステムをIIOP環境に埋め

込める。たとえば、Javaクライアントがネ

ットスケープコミュニケーター内のORBを

経由してIIOPを使用し、企業のメインフ

レームで稼動しているCOBOLの在庫シス

テム内のオブジェクトにアクセスするといっ

たことが可能になる。

マイクロソフト社のウィンドウズ環境と

のブリッジについては、CORBA/IIOPでは

特別に仕様が定められ、複数の製品がすで

に出荷されている。たとえばマイクロソフ

トエクセルからCORBA/IIOPの分散オブジ

ェクトのメソッドを呼び出して利用したり、

逆に、CORBA/IIOPのクライアントから

ActiveXサーバーのオブジェクトのメソッド

を利用したりできる。

ウェブとの連携はCORBA/IIOPの最も

得意とするところである。ネットスケープ

社がいち早くIIOPのサポートに動いたのも

当然で、図 のようにJavaアプレットを

HTMLページに埋め込んでおくと、自動的

にダウンロードされたアプレットから

CORBA/IIOPのオブジェクトにアクセスす

るようなシステムが構築可能になる。処理

の大きな部分をオブジェクトとして分散し、

かつ既存のシステムを活用したり外部から

調達したりすれば、開発の生産性を上げな

がら拡張性も確保できる。

このように今すでに多数の非互換プラッ

トフォームを抱えている企業にとっては、

IIOPは現実的な解答を提供している。

IIOPの将来

IIOPは、ネットスケープ社がそのWWW

ブラウザーとサーバー製品に標準で実装し

3

たため、事実上、今年中に全世界で数千

万台を超えるマシンでサポートされること

になる。

しかし、IIOPの普及の鍵はプロトコルそ

のものの広がりではなく、魅力的なオブジ

ェクトサーバー製品の登場と、ホビープロ

グラマーでも手を出せるようなビジュアル

な開発ツールでのサポートにあると考えら

れる。後者については、Java Beansに

CORBA/IIOPのサポートを組み込む動きが

すでに始まっている。

なお、CORBAバージョン2には、分散

アプリケーション環境の各種の共通サービ

スやアプリケーションフレームワークを含ん

でいる。これらはさらに拡張されていく予

定であるが、基本ソフトウェア分野の高度

なサービスの標準化には顕著な成功例がな

い。分散オブジェクトシステムの実現にあ

たって、あえてCORBAをORBとIIOPに絞

って採用していくことも現時点では現実的

な選択肢の1つであろう。この記事中に限

らずCORBA バージョン2 と呼ばず、

CORBA/IIOPとしている場合にはその意味

を含んでいることが多い。

ウェブクライアント 

オブジェクト 

オブジェクト 

IIOP

ウェブサーバー 

ネットワーク 

ORB

IIOP
ORB オブジェクト 

オブジェクト 

ORB
IIOP

ORB

ページリクエスト 

ページ表示 

アプレット実行 

クライアント 
としての 
アプレット 

HTTP

HTML 
ページ 

Java 
アプレット 

既存システム 

データベースシステム 

ダウンローダブルなJavaアプレットから、
CORBA/IIOPの分散オブジェクトをアクセス
するようにすると、柔軟でしかも開発の生産
性の良いシステムが構築できる。

CORBA/IIOPとWebの組み合わせ3
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